
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成26年２月10日

【四半期会計期間】 第82期第３四半期（自　平成25年10月１日　至　平成25年12月31日）

【会社名】 ジェコー株式会社

【英訳名】 JECO CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　杉浦　さとし

【本店の所在の場所】 埼玉県行田市富士見町１丁目４番地１

【電話番号】 ０４８（５５６）７１１１

【事務連絡者氏名】 取締役経営管理部長　　葛巻　貞行

【最寄りの連絡場所】 埼玉県行田市富士見町１丁目４番地１

【電話番号】 ０４８（５５６）７１１１

【事務連絡者氏名】 取締役経営管理部長　　葛巻　貞行

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

EDINET提出書類

ジェコー株式会社(E02282)

四半期報告書

 1/15



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第81期

第３四半期連結
累計期間

第82期
第３四半期連結
累計期間

第81期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日
至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 16,474,746 17,703,560 22,008,648

経常利益（千円） 831,092 1,331,138 1,203,946

四半期（当期）純利益（千円） 595,135 887,459 935,348

四半期包括利益又は包括利益（千円） 615,977 995,457 1,026,465

純資産額（千円） 10,815,302 11,962,817 11,225,407

総資産額（千円） 16,459,933 17,551,162 17,210,278

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 35.51 53.06 55.81

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 65.2 67.6 64.7

　

回次
第81期

第３四半期連結
会計期間

第82期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日
至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 7.05 11.94

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

       ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

 

 

EDINET提出書類

ジェコー株式会社(E02282)

四半期報告書

 2/15



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 　

 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

  

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　　当社グループが関係する自動車業界におきましては、国内自動車販売は、前半期はエコカー補助金効果の剥落に

　より減少となったものの、９月以降は景気回復傾向の中、増加に転じております。海外においては、米国での景気

　回復、新興国での需要拡大などにより北米や新興国を中心に自動車販売台数は堅調に推移しました。

　　このような状況の中、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高は17,703百万円

　（前年同四半期比7.5％増）となりました。

　　売上高の状況をセグメント別に申し上げますと次のとおりであります。

　　日本ではアナログ時計等の時計類の生産が増加した結果、売上高は15,861百万円（前年同四半期比1.3％増）と

　なりました。

　　アジアでは客先生産台数は堅調に推移し、売上高が3,169百万円（前年同四半期比37.3％増）となりました。

　　損益につきましては、グループをあげた原価低減活動の結果および円高修正による為替影響もあり、営業利益

　1,275百万円（前年同四半期比56.8％増）、経常利益1,331百万円（前年同四半期比60.2％増）、四半期純利益887

　百万円（前年同四半期比49.1％増）となりました。なお、当第３四半期連結累計期間に、訴訟の和解に向けた損失

　として180百万円を特別損失に計上しております。　

　　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、504百万円であります。

　　なお、セグメント上の研究開発拠点は「日本」であり、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの

研　

　究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

（４）生産、受注及び販売の実績

　　当第３四半期連結累計期間において、「アジア」では受注実績が大幅に増加いたしました。これは主に東南アジ

　アを中心とした取引先の車両生産が好調に推移したことによるものです。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 16,758,056 16,758,056
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は

1,000株　

計 16,758,056 16,758,056 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 16,758,056 － 1,563,777 － 2,198,186

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－　　　　 － 　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） 　－　　 － 　　　　　－

議決権制限株式（その他） 　－　   －　　　　　　　 　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   　84,000 － 　　　　　－

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,630,000 16,630 　　　　　－

単元未満株式 普通株式     44,056 － 　　　　　－

発行済株式総数 16,758,056 － －

総株主の議決権 － 16,630 －

　

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　ジェコー株式会社
埼玉県行田市富士見町１

丁目４番地１
84,000 － 84,000 0.50

計 － 84,000 － 84,000 0.50

　　（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は85,080株であります。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 927,352 871,633

受取手形及び売掛金
※ 3,089,578 ※ 3,353,139

有価証券 554,547 444,729

商品及び製品 268,146 305,202

仕掛品 753,164 336,230

原材料及び貯蔵品 1,043,204 1,174,888

繰延税金資産 183,179 104,221

関係会社預け金 5,766,539 6,232,130

その他 36,897 140,246

流動資産合計 12,622,610 12,962,422

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,232,212 1,207,078

機械装置及び運搬具（純額） 2,014,422 1,953,086

その他（純額） 568,575 668,919

有形固定資産合計 3,815,211 3,829,084

無形固定資産 65,480 57,150

投資その他の資産

投資その他の資産合計 706,975 702,505

固定資産合計 4,587,667 4,588,740

資産合計 17,210,278 17,551,162

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 2,669,717 ※ 2,635,612

未払法人税等 161,227 44,996

賞与引当金 － 231,750

訴訟損失引当金 － 180,000

引当金 67,570 67,769

その他
※ 1,755,594 ※ 1,311,016

流動負債合計 4,654,109 4,471,145

固定負債

退職給付引当金 1,096,650 980,541

役員退職慰労引当金 123,989 24,996

資産除去債務 105,697 107,237

その他 4,424 4,424

固定負債合計 1,330,761 1,117,200

負債合計 5,984,871 5,588,345
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,563,777 1,563,777

資本剰余金 2,198,186 2,198,186

利益剰余金 7,216,023 7,886,144

自己株式 △286 △34,861

株主資本合計 10,977,700 11,613,247

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 168,641 231,680

為替換算調整勘定 △5,979 14,855

その他の包括利益累計額合計 162,661 246,535

少数株主持分 85,044 103,034

純資産合計 11,225,407 11,962,817

負債純資産合計 17,210,278 17,551,162
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 16,474,746 17,703,560

売上原価 14,542,807 15,309,472

売上総利益 1,931,939 2,394,087

販売費及び一般管理費 1,118,459 1,118,562

営業利益 813,479 1,275,524

営業外収益

受取利息 12,378 13,395

作業くず売却益 7,030 8,842

為替差益 － 36,188

その他 22,246 23,002

営業外収益合計 41,655 81,428

営業外費用

固定資産廃棄損 9,155 6,550

減価償却費 5,974 6,056

その他 8,912 13,208

営業外費用合計 24,043 25,814

経常利益 831,092 1,331,138

特別利益

固定資産売却益 － 34,794

特別利益合計 － 34,794

特別損失

減損損失 2,619 4,324

訴訟損失引当金繰入額 －
※ 180,000

特別損失合計 2,619 184,324

税金等調整前四半期純利益 828,473 1,181,607

法人税、住民税及び事業税 114,533 139,997

法人税等還付税額 △7,017 －

法人税等調整額 120,901 143,916

法人税等合計 228,417 283,914

少数株主損益調整前四半期純利益 600,055 897,693

少数株主利益 4,919 10,233

四半期純利益 595,135 887,459
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 600,055 897,693

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,971 63,039

為替換算調整勘定 △1,049 34,724

その他の包括利益合計 15,922 97,763

四半期包括利益 615,977 995,457

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 611,477 971,333

少数株主に係る四半期包括利益 4,499 24,123

EDINET提出書類

ジェコー株式会社(E02282)

四半期報告書

10/15



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 2,966千円 2,168千円

支払手形 60,616 37,736

設備関係支払手形　 11,538 1,733

　

　　

（四半期連結損益計算書関係）

※訴訟損失引当金繰入額の内容

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　当社は、当社製品の納入先であるカヤバ工業株式会社より損害賠償請求訴訟（訴額約657百万円 訴状送達日　平

成21年11月９日）を受け、その後、損害賠償請求額を2,052百万円に拡張する平成23年３月11日付の「訴えの変更申

立書」が提出されました。過去にカヤバ工業株式会社が製造・販売した製品において、その構成品として当社から

購入したモータに起因して不具合が発生したとして、それに纏わる損害賠償請求訴訟を受けていたものでありま

す。

　本件につきましては、平成25年２月27日に東京地方裁判所より、原告の請求を棄却する判決が言い渡されまし

た。カヤバ工業株式会社はこの判決を不服として、平成25年３月12日、東京高等裁判所に控訴し、係争しておりま

したが、裁判所からの強い指導を受け、平成26年１月31日、和解に向けて協議する事に合意いたしました。これに

伴い和解に係る解決金として見込まれる損失180百万円を特別損失に計上いたしました。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　
　

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 764,627千円 707,363千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 83,786 5 平成24年３月31日 平成24年６月25日  利益剰余金

平成24年11月９日

取締役会
普通株式 67,027 4 平成24年９月30日 平成24年12月10日  利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月24日

定時株主総会
普通株式 117,298 7 平成25年３月31日 平成25年６月25日  利益剰余金

平成25年11月８日

取締役会
普通株式 100,040 6 平成25年９月30日 平成25年12月９日  利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計　　
調整額　

（注）1

四半期連結損益
計算書計上額
（注）2日本 アジア

売上高   　   

外部顧客への売上高 14,167,306 2,307,439 16,474,746 － 16,474,746

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1,486,838 1,367 1,488,206 △1,488,206 －

計 15,654,144 2,308,807 17,962,952 △1,488,206 16,474,746

セグメント利益 587,736 240,021 827,757 △14,277 813,479

　（注）１．セグメント利益の調整額△14,277千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計　　
調整額　

（注）1

四半期連結損益
計算書計上額
（注）2日本 アジア

売上高   　   

外部顧客への売上高 14,543,922 3,159,637 17,703,560 － 17,703,560

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1,317,254 9,365 1,326,620 △1,326,620 －

計 15,861,177 3,169,003 19,030,180 △1,326,620 17,703,560

セグメント利益 624,962 635,156 1,260,118 15,405 1,275,524

　（注）１．セグメント利益の調整額15,405千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

 

（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 35円51銭 53円06銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 595,135 887,459

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 595,135 887,459

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,757 16,723

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

（１）平成25年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。　

　（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100,040千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・平成25年12月９日

　（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行います。　

　

（２）重要な訴訟事件等　

　　注記事項の四半期連結損益計算書関係　※訴訟損失引当金繰入額の内容に記載のとおりであります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月10日

ジェコー株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 筆野　　力　 　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 筑紫　　徹　 　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジェコー株式会
社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成
25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジェコー株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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